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第 481回 例会 

名古屋北・名古屋葵 RCとの合同例会 

2024年 4月 26日 12:30～ 

■司 会 松波宏忠名古屋北 RC会場設営委員 

■斉 唱 君が代、奉仕の理想 

ニコボックス 

〇 本日は割愛 

会長挨拶 名古屋葵ＲＣ 阿部会長 

只今ご紹介をいただきました本年度会長の阿部恵彦

です。よろしくお願いいたします。本日は多くのメンバ

ーが集まり、有益な情報交換、交流の場を設営いただ

ました髙柳会長はじめ、名古屋北ロータリークラブの皆

様には心より感謝申し上げます。 

葵ロータリークラブは名古屋北ロータリークラブを親

クラブとして浦野三男特別代表が中心となり、2005年に

創立し、今年で 19年を向かえるクラブです。残り 2 ヶ月

と少し、何もなければ、来年度には無事に 20 周年を迎

えことが出来そうです。 

さて我がクラブでは、年間目標として多くの項目を定

め取組んでいますが、ロータリー活動の礎となる会員増

強を第一の目標と定め、継続する大切さを再認識し、

次世代の奉仕活動へチャレンジする一年と掲げ、年間

テーマを「継続と革新、次世代へつなげよう～全員参

加で取り組もう!!～」としています。6 クラブ合同例会でも

申し上げましたが、会員増強キャンペーンとして守山ロ

ータリー様のアイデアを基に、チーム 30 計画と銘打ち

会員全員で取り組んできました。その結果、4 名の新入

会員を迎える事が出来ました。それでもまだ 22 名のク

ラブです。会員増強は一例に過ぎませんが、来年度に

は東区から求められ、合同事業が 1 プログラム増えまし

た。東区地域で認められ、地域から必要とされるクラブ

を目指し会員全員で取組んで参ります。 

まだまだ多くの課題はあります。皆様からのご指導の

ほどよろしくお願いいたします。本日はメンバー一同、

よろしくお願いいたします。 

簡単ですが挨拶とさせていただきます。 

会長挨拶 名古屋アイリスＲＣ 青木会長 

本年度会長を務めております青木恭子でございます。

本日は 3RC合同例会にて名古屋北ロータリークラブ様、

名古屋葵ロータリークラブ様とご

一緒できます事を嬉しく思ってお

ります。 

早いもので残すところ 2 ヶ月余

りとなりました。最後まで全力を

尽くして参りますので、皆様どう

ぞよろしくお願い致します。 

 

会長挨拶 名古屋北ＲＣ 髙柳会長 

皆さんこんにちは。本日は 3ＲＣ合同例会です。日頃

から親しくさせていただいている名古屋葵ＲＣの阿部会

長、藤田幹事、名古屋アイリスＲＣの青木会長、長谷川

幹事をはじめたくさんの皆さんに集まっていだき、あり

がとうございます。いつも以上に賑やかな例会となり、た

いへん嬉しく思っています。また先日の当クラブ 65周

年事業を兼ねたチャリティゴルフにも葵、アイリス両クラ

ブの皆さんに多数ご参加いただきましたことを、この場

をお借りし、改めて御礼申し上げます。このチャリティゴ

ルフの他にも 65周年事業として北区社会福祉行議会

への車椅子・ボッチャの用具等の寄贈と車椅子・ボッチ

ャ体験交流会、その他今年度の事業は順調に実施で

きており、皆さんのご支援ご協力に対し、重ねてお礼申

し上げる次第です。 

本日は立食例会ということでもありますので、親しく和

やかにロータリーの友情を深めて頂ければと存じます。

特に入会から日の浅い会員の皆さんには、ロータリー

の機会を広げる貴重な時間になるかと思います。積極

的に交流を図っていただければ幸いです。 

さて早いもので、もう 4月も終わりです。元日に発災

した能登半島地震から 4カ月、被災地の復興がなかな

か進まない一方で、今年ももう 1/3が過ぎるということ

で、時間経過が年々早くなる、という自分の老化を実感

しています。一方で、ロータリー年度は残すところ 2か

月、1/6 となりました。なぜかこちらは時間経過が遅く感

じるという、自分の身勝手さも実感している今日この頃

です。指折り数えたところ、今後ＲＦＦと 65周年例会を

除いた通常の例会はあと 6回。最後まで気を抜かず頑

張りますので、引き続き皆さんのご指導ご支援、叱咤激

励をお願いいたします。はなはだ簡単ですがご挨拶と

させていただき、この後の立食交流会の中で親しくお

話させていただく時間を多くとりたいと考えております。

本日はよろしくお願いいたします。 
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